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Ⅲ 授業改善例【小学校】 
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学
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○全国学力・学習状況調査を活用した授業改善サイクルのチェックシート例 
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 自分の考えをもったり、予想を立てた

りしながら、「～について聞きたい」と

いう目的を明確にすることができるよ

うにする。 
例） 
インタビュー前の考え 聞き出したい内容 

インスタント食品は簡

単にできておいしいこ

とが良さだと思うけ

ど、他の人はどのよう

に感じているのかな。 

「インスタント食品の良

さ」はどのようなところだ

と感じているのか。 

インスタント食品がお

いしい理由はなんだろ

う。 

「インスタント食品のおい

しさの秘密」はどのような

ところにあるのだろうか。 
●自分の考えをまとめるためには、目的

に応じて、インタビュー前の考えを基

に聞き出したいことを具体化し、イン

タビューで得た情報と関係付けなが

ら整理できるようにする。 

１ 小学校・国語 １三 〔第５学年及び第６学年〕Ａ 話すこと・聞くこと 

インタビューの前に 

 

●インタビューの様子をモデル化し、モデル

を基に具体的な質問の仕方を捉えさせ、実

際の生活場面で使う機会を設けるなど効果

的な情報の伝達を児童に実感させる。 
 ・相手の話の内容を言い換えて質問する。 
    ・相手の話の内容と関連付けて質問

する。 
 ・相手の話の中で分からないところ 

などを質問する。    など 
 

インタビューの充実のために② 

 

 指導のねらい  

 目的や意図に応じて、取材して集めた情報を分類したり関係付けたりすること、 

話し手の考えなどと比較して自分の考えをまとめることができるようにする。 

 

授業改善例 

  

●設問１一の選択肢の内容は、インタ 
ビューを活用して情報収集する方法と

してそれぞれ有効な方法である。また、

「自分が聞こうとする意図に応じて相

手の話の内容を捉える」よう指導するこ

とが大切である。  
〈設問１一の選択肢から〉 

質問の内容を深め、同じ人にインタ 

ビューを行う 

・くわしい情報を得るために、一度意見

を聞いた相手にくり返し取材をする。

立場の違う方々に同じ取材内容で 

インタビューを行う 

・疑問を解決するために、必要な情報を

得ることができそうな相手を選んで

取材をする。 

・どのような傾向があるのかを数値を

使って示すために、多くの人に取材を

する。 

・多様な考えを知るために、賛成と反対

の両方の立場の人に取材をする。 

インタビューの充実のために① 
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●自分の意見と比べながら、友達の意見を

整理する。 
     STEP１ 目的を確認する 

      インタビュー前の自分の考え 

     や予想を想起し、質問の意図を

振り返る。 

STEP２ 整理する 

知りたい情報を聞き出せたかについて整

理する。相手の意図を捉え、話の展開に沿っ

た質問ができていたかも振り返る。 

STEP３ 比べる 

共通点や相違点、関連して考えたことな

どを整理する。 

意見の整理① 

 

●友達の意見を踏まえて、自分の意見

を見直す。 
     STEP４ 考え直す 

整理した意見を踏まえ 

て考えたことや、共感した

り納得したりした情報な

ど必要な情報を選択する。

STEP５ まとめる 

自分の考えを筋道立ててまとめら

れるように「聞き出したかったこと」

を中心にまとめていく。 

意見の整理② 

 

 

 

●話し手の意図を捉えながら聞き、話し手の発言を受けて感想

を述べたり、自分の意見を伝えたりすることで、取材の成果を

実感したり、互いの考えを広げたりすることができるように

する。 
 
●発表会後に、振り返りの観点を示し、観点に沿って自分の言葉

で学習のまとめを書く。 
     ・内容についての振り返り 
     ・学習活動を通して身に付いた力 
     ・今後の学習に生かしたいこと  など 

スピーチと振り返り 

 

※ 見開き中央の授業改

善例は、県教育委員会

のホームページに掲載

されています（千葉県

の課題であった事項と

「関連する問題」・「授

業改善例」集）。  
詳しくは１６ページ

をご覧ください。  
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2 小学校・国語 ２二      〔第５学年及び第６学年〕Ｂ 書くこと 

 指導のねらい  

 目的や意図に応じて、文章全体の構成や展開を考えたり、事実と感想、意見とを 

区別して書いたりすることができるようにする。 

 

 

●文と文、段落と段落との 
相互関係を整えることが 
必要。 

例）・冒頭部分や結論部分に何を書く

のか 
例）・具体的な事例をどのように配置

するのか 
例）・具体的な事例と自分の意見とを

どのように結び付けるのか 
など

 
●客観的な事実や事例などから明ら

かになっていることと感想や意見

などとを区別する。 
 
●明らかになった事実や事例と感想

や意見を関係付けながら文章全体

として首尾一貫したものになるよ

うにする。 
 

まとまった文章を書く場合 

 

●実生活で生きて働く国語の能力として、目的に応じて、適切に引

用できるようになることは大切である。「自分の考えを補強した

い」、「説得力を高めたい」など、目的意識をもたせ、引用の必要

性や効果を実感できるようにする。 
・原文に正確にならう。 
・引用した部分と自分の考えとの関係などを明確にする。 
・引用した文章等の出典については必ず明記する。 
・引用部分が適切な量になるようにする。 

引用して書く 

 

授業改善例 
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●自分の提案の理由を明確にして、相手 
が納得できるような提案文を書く。 

【提案内容の理由を精査する三つの視点】 

 ①調査（データ）に基づくものか。 

 ②体験（エピソード）に基づくものか。 

 ③目的達成により、全体に効果をもたらすものか。

【理由を明確に表す際の表現の例】 

   一つ目の理由は、～調査によるものである。 
   二つ目の理由は、～体験に基づいている。 
   三つ目の理由は、～と考えるからである。 

※複数の理由を組み合わせて用いると効果的。 

自分の考えを効果的に書く① 

 

●提案の中で踏まえておき 

たい三つのポイント 

 ①提案には問題となりそうな点は

ないか。 

 ②提案は、数量や時間、場所などが

具体的か。 

 ③提案は、実現の可能性が高く、 
効果を上げることができそうか。

自分の考えを効果的に書く② 

 

 

 

●推敲のための三つの観点 
①目的や意図に即した内容の 

妥当性を確認する。 
②取材して得た情報（事実）と考え（意見）

との区別がついているか。 
③引用や出典の明記がなされているか。 

目的や意図に応じて推敲する 

 

 

●他者からの質問を取り入れる際の

表現の例 
 ①「確かに～という考えもあると思

います。しかし、…。」 
 ②「～と考える人もいると思いま

す。それに対しては、…。」 
 
●自分の考えを明確に示すための文

章構成の工夫 
 ①冒頭部に総括 
 ②終結部に統括 

③冒頭部・終結部の双方で統括 

説得力を高める表現の例 

※ 見開き中央の授業改善例は、県教育委員会の

ホームページに掲載されています（千葉県の課

題であった事項と「関連する問題」・「授業改善

例」集）。  
詳しくは１６ページをご覧ください。  
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３ 小学校・国語 ２五  
〔第３学年及び第４学年〕 
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項  

 指導のねらい  

 目的や意図に応じて、文章全体の構成や展開を考えたり、文の中における主語と 

述語との関係などに注意して文を正しく書いたりすることができるようにする。 

 

 

文章の種類と特徴につ 
いて確認し、文章全体 
の構成の効果を考える。 

●調査結果を説明する文の構成例 
【始め】調査の目的や方法 
【 中 】調査の結果 
【終わり】調査結果から考えたことや 

調査後の感想 
 
●活動内容を説明する文の構成例 
【始め】活動の目標 
    活動計画・活動内容 
【 中 】活動の成果と課題 
【終わり】解決方法 

構成を考える 
 

グループで作成する場合の制作過程例 

 

 

・見だしを立てる 
・調べた結果は、図表やグラフなどを

用いて分かりやすく示す。 
・「目的・理由」と「まとめ」とを関係

付けて書く。 
・接続語や文末表現に注意する。など 

記述するときのポイント 

目的、方法、紙面の割り付け案などを検討する 
記事の下書きを使って、内容を整理する 
目的や意図に応じて、推敲する 
取材で得た情報と考えを区別し編集後記を書く 

 

 

①数を表したい 表、グラフ 
②図解したい  図 
③実際の様子を説明したい 写真、絵

 
●図表やグラフを読む際には… 

 ・何を表す図表やグラフなのか 
 ・図表やグラフの中にある情報は 

何を表しているのか 
 ・どの言葉や数字に注目するのがよ

いか 
 ・注目する言葉や数字は何を意味す

るのか 

図表やグラフを用いる 

編集会議① 

編集会議② 

編集会議③ 

編集会議④ 

授業改善例 

【
ス
タ
ー
ト
】
課
題
設
定 

【
ゴ
ー
ル
】
完
成 

・
交
流 

【
編
集
会
議 

④ 

】 

【
編
集
会
議 

③ 

】 

【
編
集
会
議 

② 

】 

記
述 

① 

取
材 

① 
  

【
編
集
会
議
①
】 

記
述 

② 

取
材 

② 

記
述 

③ 
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●主語と述語は文の骨格をなし、明確な文

を書く上で最も基礎となるものである。 
 
●修飾と被修飾との関係をはっきりさせる

とともに、「だれが」、「いつ」、「どこで」、

「なにを」、「どのように」、「なぜ」などと

いう文の構成について、初歩的な理解が

できるようにする。 

主語と述語、修飾と被修飾との関係① 

 
●相手意識・目的意識をもって内容や構成を考え、文章を書いていく。 
・自分たちの係活動を友達に説明して、協力してもらう。      （依頼文）

・４年生に委員会のよいところを伝え、選ぶ時の参考にしてもらう。 （推薦文）

・３年生にクラブ活動の楽しさを知ってもらい、興味をもってもらう。（紹介文）

読み手の立場で文章を書く 

  

 

●互いが書き上げた文章の良さを感じ取る

ことを大切にしながら交流する。 
 
●相手に助言することによって、自分の考

えを深めたり、自分の表現に 
活用したりできるようにする。 

書いた文章を読み合う 

 

 

●第１学年・第２学年の指導例 
・述語のみの文を提示し、主語 

を補って多くの文を作らせる。 
・主語と述語が照応していない文を提示

し、述語との関係を考えながら主語を

補ったり、置き換えたりする。 
 
●第３学年・第４学年の指導例 

・主語が整った複数の文を提示し、述語

を、物の名前を表す語句（何だ）や動き

を表す語句（どうした）、様子を表す語

句（どんなだ）の三つに類別する。 
・様子を表す語句の中には、語尾が「～だ」

（形容動詞）だけでなく、「～(し)い」

（形容詞）があることも捉える。 
 
●第５学年・第６学年の指導例 

・構造からみて単文・重文・複文に分ける。

・性質や機能からみて、平叙文、呼び掛け

や疑問文、応答を表す文、命令や承諾を

表す文、推定や伝聞を表す文、感動や感

嘆を表す文に分ける。 

主語と述語、修飾と被修飾との関係② 

 

※ 見開き中央の授業改善例は、県教育委員会

のホームページに掲載されています（千葉県

の課題であった事項と「関連する問題」・「授

業改善例」集）。  
詳しくは１６ページをご覧ください。  
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４ 小学校・算数 １(５)           〔第４学年〕Ａ 数と計算 

 指導のねらい  

 ある量を身近な量に置き換えて解釈し、分かりやすく表現することができるように

する。 

 

 

●与えられた条件を整理して、筋道

を立てて考えられるようにする。 
 
     ①問題文にある条件を全

て書き出して、分かる

ことを整理する。 
②条件に当てはまらないデータを

除外したり、条件に当てはまる

データを取り出したりする。 
③条件に照らし合わせて、答えを

確認する。 
 

※条件や素材、場面を変えた問題を  
扱い、筋道を立てて考える場を設  
けるとよい。 

 

数量の関係を整理する 

 

 

 

●式を図と対応させて考え、数や記

号が表している意味を明確にして

説明する。 
例）数の意味を示す。 

「２４０ｍは縦の長さです。」 
  記号の意味を示す。 
  「『÷５０』をしたのは、校庭の

横の長さ（５０ｍ）のいくつ分

かを知るためです。」 
 
●用語を正しく用いて、数の関係を

明確にして式の説明を書く。 
例）式 ２４０÷８０＝３ 
  大きい長方形の縦の長さである

２４０ｍは校庭の縦の長さである

８０ｍのいくつ分かを求める。 
 

※自分なりに説明し伝え合う活動に  
取り組むことで、解釈や表現を、  
徐々に洗練されたものにしていく  
とよい。 

数、言葉と式を用いた説明 

 

●目的に応じた単位で量の大きさを的確に表現

したり、比べたりすることができるようにす

る。 
 →日常生活の事象を数量の関係に着目して捉

え、数学的に表現・処理することができるよ

うにする。 
●ある量を身近な量に置き換えて解釈し、分かり

やすく表現することができるようにする。 
 →普遍単位による測定で表された数値から、量

の大きさを実感をもって捉えることが難し

いときに有効。 

量の大きさを表現する 

授業改善例 



 

- 25 - 

 

 

●言葉や数、式、図などを用いて自分の考えを

説明できるようにする。 
    ・式を書くだけでなく、解決過程で用 

いた数や式の意味を、言葉を用いて 

説明する活動を取り入れる。 

 

・図や式とともに説明の例を提示して、説明

のよい点について話し合ったり、不十分な

点について何を補って説明すればよいか

を、話し合ったりする。 

説明に含めるべき内容の確認 

 

●数量が足りているかどうかの判断

の根拠を説明するには… 
 →筋道を立てて考えた過程 

を明確にして説明する。 
 
●解の解釈が２通り考えられる場合、

正しい方を明らかにするには… 

 →問題場面から立式し、計算の処理

をした後にもう一度問題場面に

戻って考察する。 
 
●不十分な説明を取り上げ、説明を補

う部分を考えさせるには… 
 →結論につながる説明を加えて表

現し直す。 

説明を振り返る 

 

あ

あ

 

●日常生活において、目的に応じて作図をする場合、問題の

解決に必要な図形の性質を想起できることが大切である。 
 

例）も の を 作 る 場 面：円を横に５個並べて掲示物を作る。 
 
  必要な材料の検討：今ある材料で作る。 
 
  条 件 か ら の 検 討：用紙の大きさを基に半径の長さを判断する。 
 
  掲 示 物 を 作 成：条件に合った円を作図する。 
      

図形の性質を活用する 

 

 

●記述によって説明する場合 
 →必要な内容をもれなく含んで

書き表し、図や式の意味も伝え

る。 
 
●口頭による発表などで説明する

場合 
 →内容を省略して説明した場合

であっても、図や式を指し示す

など、話し手は言動も含めて伝

える。 
 

場面に合わせた説明 

※ 見開き中央の授

業改善例は、県教

育委員会のホーム

ページに掲載され

ています（千葉県

の課題であった事

項と「関連する問

題」・「授業改善例」

集）。  
詳 し く は １ ６

ペ ー ジ を ご 覧 く

ださい。  
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５ 小学校・算数 ２ (２)   
〔第２学年〕Ａ 数と計算 
〔第２学年〕Ｄ 数量関係 
〔第５学年〕Ｃ 図  形 
 

 指導のねらい  

 示された図形の辺の長さの求め方を解釈し、求め方について説明することができる

ようにする。 

 

 

●図形の構成とは、身の回りの物や色

板などを使って図形を作ったり図形

を分解したりすること、紙を折った

り切ったりして図形を作ること、コ

ンパスなどの道具を使って作図する

ことを意味する。 
・図形を構成する要素に着目して、 

図形の構成の仕方について考察す

ること 
  →図形を作ったり分解したりする

方法を考えることを指導する。 
・図形間の関係に着目して、図形の 

構成の仕方について考察すること 
  →２つの図形の関係に着目して、

合同な図形、あるいは、拡大・縮

小した図形の構成の仕方などを

考察していく。 

図形の構成についての 
見方を働かせる 

 

①立体図形を見取図や展開図で表したり、展開図から立体図

形を作ったりする。 
 ・紙で作った直方体の模型を展開する。 
 ・紙にかいた展開図から直方体を組み立てる。 
②作業を通して、辺や面を対応させて観察する。 
 ・同じ大きさの長方形が２つずつある。 
 ・向かい合う面が同じ形で同じ大きさである。 
③操作の意味を説明する。 

 ・基本的な図形の性質や特徴を言葉で書く。 
 ・条件に合う図形を選択する。 

辺や面のつながりや位置関係について考える 

 

授業改善例 

Ｃ 
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●図形の合成や分解などの図形の構成についての見方を働かせ、数値等を図中に

示しながら説明を重ねていく。 
①それぞれの数は図中のどの部分を示しているのか 

  →「図中にある『５』は、側面の横の長さを示している」 
②それぞれの演算は図のどの部分を求めているのか 

  →「『４をかける』のは、底面は正方形なので、一辺の長さの４本分が底面の

周りの長さを示すからである」 
 
●式は計算の結果を求めるための手段だけではなく、思考の筋道を表現する手段

としても用いられる。数や演算に着目して、図形をどのように捉えたのかを説

明できるようにする。 

図形と式を関連付けて式の意味を説明する 

 

●示された図形の辺の長さの求め方を

基にして、問題場面の構造を簡潔・

明瞭・的確に捉え、明らかになった

式の意味をほかの図形の場合につい

ても適用し、発展的に考察する。 
例）底面がいろいろな正多角形の角柱

の場合で長方形の紙の横の長さにつ

いて考えると、 

 側面の 
横の長さ 側面の数  

三角柱 ５ ３ １５ 
四角柱 ５ ４ ２０ 
五角柱 ５ ５ ２５ 
六角柱 ５ ６ ３０ 
七角柱 ５ ７ ３５ 
表から、長方形の紙の横の長さは、

（側面の横の長さ）✕（側面の数）で

求められるというきまりがあるとい

える。 

発展的に考察する① 

ｚｚ

ｚｚ

 

●角柱の場合、展開した時の側面の横の長さの合計が底面の周

りの長さと同じになることを捉え、円柱の場合の底面の周り

の長さについて考えるなど、図形の見方を深めることが大切

である。 
 
●学習の過程と成果を振り返り、角柱や円柱についての理解を

深めたことを実感できるようにする。 
    ・式に表して考えたことで、きまりを発見した。 
    ・数が何であるかを考えることで言葉の式で表せた。 

 ・式の意味を考えたことで２通りの言葉の式で表せた。

発展的に考察する② 

 

※ 見開き中央の授業改

善例は、県教育委員会

のホームページに掲載

されています（千葉県

の課題であった事項と

「関連する問題」・「授

業改善例」集）。  
詳しくは１６ページ

をご覧ください。  

長方形の  
紙の横の  
長さ 
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 指導のねらい  

 量の大きさを表す分数についての理解を基に、異分母の分数の加法の計算の仕方に

ついて考察することができるようにする。 

 

 

●分数の意味については、観点に 
よって様々な捉え方ができる。 
①1/3 は、具体物を３等分したも

のの１つ分の大きさを表し、

2/3 は、２つ分の大きさを表す。

②2/3 は、2/3Ｌのように測定した

ときの量の大きさを表す。 
③2/3 は、整数の除数「２÷３」の

結果（商）を表す。 
 
●基にする量が異なると、同じ３等

分の操作であっても、１つ分の量

の大きさが異なることを理解で

きるようにする。 
 
●２Ｌを３等分した１つ分の量が、

1/3Ｌの２つ分と等しいことを実

感できるようにする。 

分数の指導に当たって 

 

●異分母の分数の加法、減法の計算の仕方を考える 
 ①同分母の分数の加法、減法の計算を基に考える。 

 ②通分することによって単位分数のいくつ分として考える。

 ③同分母の加法、減法の計算に直して処理する。 

※単位をそろえて計算することが加法や減法の計

算の基本となる考え方であることへの理解を深

める。 

 

通分の意味の理解 

 

 

授業改善例 

６ 小学校・算数 ３(２)      〔第３学年〕〔第５学年〕Ａ 数と計算 
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●異分母の分数の加法について、あらかじめ結果の大きさにつ

いて見積もったり、得られた結果の妥当性を検討したりする

ことができるようにする。 

 
●加法の計算をするために被加数と加数を図に表す 

際、被加数と加数の元の大きさをそろえずに図に 
表した場合は、元の量を意識する活動を通して、 
元の大きさをそろえて表した図に修正する必要が 
あることに気付かせる。 

※友達と伝え合う活動を通して、自分の考え方との共通点

や相違点に気付くことが、問題解決への意欲の高まりに

つながる。 

 

●「統合的に考察する」ことは、異なる

複数の事柄をある観点から捉え、それ

らに共通点を見出して一つのものと

して捉え直すことである。 

例）第３学年「わり算」 

  等分除と包含除を統合的に捉える 

 １２個のものを３人に等しく分ける

等分除：１人に１個ずつ配ると３個 

必要になり、もう一度１個 

ずつ配るともう３個必要に

なる…（操作） 

 包含除：１２個のものを３個ずつ配る

ことができる回数 

→上の等分除の操作は、下の包含除の

回数とみることができることから、

どちらも同じ式で表すことができ

ることが分かる。 

量の大きさを表す分数についての 
理解を基に考える 

 

 

●分数の加法と小数の加法を統合的に捉える 
  数の表し方の仕組みや数を構成する単位に着目し、整数の

加法に帰着できるという共通点を見出し、統合的に考察する。

  

統合的に捉える② 

※ 見開き中央の授業改

善例は、県教育委員会

のホームページに掲載

されています（千葉県

の課題であった事項と

「関連する問題」・「授

業改善例」集）。  
詳しくは１６ページ

をご覧ください。  

分数  
    について、 のいくつ分

か考えると、２＋１という整数の

加法に表すことができる。 

１  
４  

１  
２  

１  
４  ＋  

小数  
0.75+0.9 について、0.01 のいく

つ分か考えると、75＋90 という

整数の加法に表すことができる。 

統合的に捉える① 
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○全国学力・学習状況調査を活用した指導改善サイクルのチェックシート例 

 

 全国学力・学習状況調査を活用した指導改善サイクルの運営状況を確認するためのチェックシート

を例示します。各学校の実態に合わせて活用してください。 
 

☑ チェック項目 実施日 等 

調査実施前 

□ 年間指導計画の作成に当たり、前年度までの調査内容や分析結果を参考にした  

□ 指導改善サイクルを策定し、年間行事予定に組み込み、役割分担を確認した  

調査実施後 

□ 全職員で調査内容を把握した  

□ 調査関連資料をまとめて管理し、職員がいつでも閲覧できるようにした  

□ 関係職員が問題を研究し、指導改善について協議した  

□ 関係職員が「解説資料」を研究し、指導改善について協議した  

□ 問題及び「解説資料」の研究に基づいた指導改善のための校内研修を行った  

結果公表後の分析 

□ 「報告書」を研究し、課題や指導改善のポイントを把握した 
（令和２年度は「報告書」の提供はありません。） 

 

□ 結果分析を行い、成果と課題を明らかにした  

 □ 教科区分ごとの平均正答率を全国並びに県平均と比較した      ※  

 □ 学習指導要領の領域及び問題形式ごとの平均正答率を分析した    ※  

 □ 設問ごとの正答率を分析した                   ※  

 □ 平均正答率の経年変化を分析した                 ※  

 □ 児童生徒質問紙及び学校質問紙の回答状況を全国及び県平均と比較した※  

 □ 質問項目ごとの回答状況について分析した             ※  

 □ 質問紙の回答状況の経年変化を分析した              ※  

 □ 教科と質問紙の相関について分析した               ※  

□ 分析結果を共有した  

 □ 学年で共有した  

 □ 教科部会で共有した  

 □ 学校全体で共有した  

指導改善 

□ 「授業アイディア例」の研究を行った 
 （令和２年度は「令和２年度 調査問題活用の参考資料」をご覧ください。） 

 

□ 分析ツールを活用し、指導改善の具体策を立てた            ※ 
 （令和２年度は「誤答分析シート」のみ、作成できます。） 

 

□ 分析結果に基づき指導改善策を策定し、共有した  

 □ 学年で共有した  

 □ 教科部会で共有した  

 □ 学校全体で共有した  

□ 授業研究を伴う校内研修の充実を図った  

□ 指導改善による成果の評価を行った  

□ 成果と課題、指導改善策について、家庭・地域に情報提供を行った  

※分析ツール（４４ページ参照）で検討資料の作成ができます。ただし、令和２年度は「誤答分析 

シート」のみの提供となるため、「実施日 等」の欄が斜線の項目については、ご活用いただけません。 


